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子 どもが創る理科

―実感を伴った学びをめざして一

金沢女性理科研究会  川 日 外 美

子どもが学ぶ際、身近な事物 ・事象に出合って問題

意識を持ち、主体的に問題を解決することが大切であ

る。そこで研究テーマに迫るために、観察 ,実験から

考察結論を作っていくことの充実を図りたいと考えた,

そこで、以下の 2つ の視点を定め、 4年  も のの温度

とかさJの 実践を行った。

【視点 1:身 近な生活や子どもの興味関心と結びつい

た単元構成や教材開発】

[)既習を活かした導入から入る。

②身近な素材を使い、一人 ‐人が実験を考える.

仮説をはっきりと持って実験に臨むことは、

もたちが見通しを持って追究する姿につなかっ

0空 気の学習と比べて考える。

0学 習したことをもとに、身の回り現象について

させる。
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【視点 2:主 体的に追究出来るような教師の支援と評価】

Oイ メージ図やモデル図、矢印を使って、flFl質■|IⅢ

を考えさせる。

②事実を大事にして結果へつなげる。

自分の仮説と実験方法を交流し合う場を設

自分以外の実験も自分のものとして観祭 し、

る姿へつながった。より多くの人数で実験す

でより客観的な結果を得る

こともできた。他の子が考

えた実験方法を体験する場

を設けたことは、子どもた

ちが多面的に考察すること

につながり有効であった。

0学 習に使う言葉を吟味する。

共通の用語を全員で使ったことで、表現や思ちが

しやすくなり、正しい理解へとつながった。

0教 師の評価、自己評価を活かす。

0理 科に親しむ場づくりを行う。

【成果と課題】

子どもたちが仮説をしっかりと持ち思考する姿や、

実験方法を工夫し主体的に学習に取り組む姿が見られ

た。今後は、グループ編成の仕方や子どもたち同士の

実験方法などを交流する在り方を工夫し、よりいっそ

う、子どもが実感を伴い考えを深められるようにして

いきたい。
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生命を支える体の巧みさに気付 く子をめざ して

金沢女性理科研究会  中 村 晶 子

il題に迪るたFだ っの視点から研究を進めた。

視点 1 生 命を支える体の巧みさに気付く構想

:芝よitを 1判lf ll十てf受業を構成し、′!二物の体のつ

| |二 また ニ オJ■=ちと1堤境f)関係に気付く場を設定

十命rr支ぇ■体の巧みさに気t(様 想 |

■11士製ョ

視点 2 多 面的に追究する力を培う支援と評価

|こi壇とと11的を,寺つこと、1青報を的確に活用するこ

ェ、す|:られた情報を自分の言葉や文章に高すこと、な

二|千々 な評価と支援を有効に位置づけたことで、多面

11に追究することができた。

1年人に激 しい運動を取り入れることにより、各器官

j)はたらきを実感的に捉えることができ、導き出され

た疑問や気付きから子どもたちとともに学習課題を作

|,11けた。

2心臓ボンブの模型に水を入れ、実際に押 し、その子

はえを体感することで、心l蔵の筋肉がいかにな靭であ

るかを実感することができた。 ■ ■

0人 と動物の比較の学習では、 |

大による実験を通して、人間以 !

外の動物も自分たちと同じよう |

に呼吸をしていると分かった。 ・

111「今、自分の体で実際に起こっていることJを 学習

している、という意識を常に持たせるようにしたこと

で、生命の巧みさやすばらしさを感じることができた.

|〕実際の大きさに近い人体図

の作成は、長い小陽を工大し

たり、各臓器を立体的に重ね

て書き人れたりすることで、

知識が再構築された。驚きや

孫内イ平できたことを 「車矢日識J

として書き加え、興味 ・関心

の枠を広げることもできた。
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生徒実験としてフェライト磁石の作成を行うために

石川県立鶴来高等学校 教諭  垣 内 貴 司

1.は じめに

昨年度フェライト磁石の作成に関する研究を行い、

実験としてフェライト磁石を作成する簡便な手法をあ

る程度確立することができた。 しかし、授米でどのよ

うに展開していったらよいのかという而では課題が成

されていた。そこで今イ「モ度はフェライトはイiの作成を

どのように効率的に実験として授業に取りべれていく

かについて検討を行った。

2.授 業の展開

フェライト磁石の作成条件については前lBl報告した

通 りである。材料の BaCOと Fo_Oを 焼成する時間

が30分程度あるので、その焼成時間を有効活用するた

めに以 卜の実験を導入した。

|■さまさまな金属片や化合物を用意 し、磁石にくっつ

くかどうか確認させる。

鉄、ニ ッケル、アルミニウム、銅、市鉛、ステンレ

ス、Fe(D‐、Fe、01、BaCO=を 用意する。磁石にくっつ

く金属として鉄とニ ッケルを選んだ。また、身近にあ

る磁石にくっつかない金属としてアルミニウム、金同、

亜鉛を用意し、合金としてはステンレスを 2種類用意

した。 ステンレスには磁石にくっつくSUS300系 ス

テンレス (Fe Cr)と 磁石にくっつかないSUS400系

ステンレス (Fe Cr Nl)が あり、ldf3方を用意できた

ら面向い。化合物はフェライト磁石の原料 (Fe!(D‐、

BaCO‐共に磁石にはくっつかない)と 磁石にくっつ

くFe Oiを用意 した.

121磁石を加熱 したらどうなるかをllN験させる.

磁イfを加熱 しキュリー点に進するとぼユイ「は磁力を'〔

う。安価なフェライト磁石をカスバーナーてゆ,)(|)

と加熱させて変化を観察させる。永久磁石か永久に直

石でいることができないことを体験できる. All的 な

フェライト磁石であれば500℃未満で磁力を失う.

0磁 石を着磁させることを体験させる。

強磁性体を磁場中に置くことで磁気モーメントがそ

ろい永久磁石にすることができる。0で 磁力を失った

フェライト磁石を強力磁石であるネオジム磁石などで

挟むことで磁1カが戻ることを確認する。実際の磁石の

製造現場では電磁石で着磁を行っているが、電磁石を

用意する子間を考えてネオジム磁石を利用した。

3.お わりに

磁石に関する知識が全く持っていない生徒がほとん

どであり、磁石の作り方に関しても知識がない。その

ような中で、磁石の性質を学ぶことができる実験をし

てみると、予想以上に生徒は興味関′じヽを持って実験に

取り組んでくれた。今後も改良を加えながら実験を実

践していきたい。

空間充填タイプの分子模型の活用について

石川県立津幡高等学校 教諭 福 岡 辰 彦

今|口1行ヤぅた研究|ま、次の 3点 である。

・空間充填タイブの分子模型の教材史の解明

。 (分子の集合体としての物質)の イメージの形成の

ためのたくさんの分 千1史型の製作

・々 間充填タイブの分 r模 41による現象の具体化実験

の開発

教材としての空1村充装 タイフの分 F枝 4Jは1960年頃、

アメリカで開発され、科学教育伊)現代化運動として日

本に導入された。CHEMSな との結iギ会などで、高

校の化学で一度広かったか、やかて|たれていった。そ

して、高校の化学とは別に、197()年代から仮it実験授

業研究会では小中学校の授業で分 F枝 ?」を用いること

か研究され、1980年代に女価な発泡ス手「]― ル球や簡

単な色なり法の発'こにより、校挿を越えて分 r横 lJ作

りが広かっていった。現在、小中高の半校現場ではかっ

ている分子模型については仮説実験授業研究会の常夕響

か太きい。

(分 rの 集合体としての物質)と いうことをイメー

ジするために、たくさんの生安t(険 系、各共なと)や

水、高分 子の分子慢11の製作をおこな った。■間充壇

モテルの分 r模 41は、分十慢1!の体積が実体情に比例

していることから、たくさんの分 Fにより量のイメー

ジかできるようにな ,た!ま た、分 r模11の集合体の

十ホ積と実際の体惜tとのといから、より11体的な状態の

イズージを求y)ることができた。

うドr模町!を連 して毒や分子の性質がイメージできる

ようなアルカンの燃焼実E父を開発した。例えは、(3

ての町,由か燃焼すると、どれだけの水ができるか,と

いう問題を考えた場合、空間充填タイブの分千模型を

使うと感覚的に答えがわかる。 ま た、 夕)子の大きさと

沸点との関係が■えてくる灯油やガソリンの燃焼実験

の開発も行った。

従来、分子模型は個々の分子の構造をf里角4するため

の教貝としてい|いられてきたが、今回、たくさんの空

間充填モデルの分子模型を用いることで、(分子の集

合体としての物質)の イメージかでき、これまでとは

異なった分子模型の活用方法が明らかになったのでは

なt かヽと思う。

このように分 子模型は大変教有効果が高い教材であ

る。今後も活用方法を考えていきたい。
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